
基礎医学的知識と臨床的意義を 
わかりやすく解説した逸書

　本書の上梓に先立つこと約 30 年前に出版され
た『細胞診のベーシックサイエンスと臨床病理』
は，今日の細胞診における基礎的な部分の発展を
予想するかのようなインパクトある内容であっ
た．そして満を持して誕生したのが，そのリ
ニューアル版である本書『細胞診のベーシックサ
イエンスと臨床の実際』である．実際，この約
30 年間では，医学において多くの分野で細胞生
物学，分子生物学，分子遺伝学が目覚ましく，か
つ，急速に進歩し，がんゲノム診療の実装化，新
たな疾患概念の確立，分類の改訂，あるいは，各
種がん取扱い規約の改訂，WHO分類の制定な
ど，枚挙にいとまのない進歩が続いている．そし
て，これらの変化と並行して，細胞診に求められ
る内容も刻一刻と変わっているといえる．
　本書は，こうした医療の変化と細胞診に対する
ニーズを的確にとらえ，基礎医学的知識と臨床的
意義をわかりやすく解説した逸書であるといえ
る．しかも，執筆陣は細胞診や病理関連の各分野
のエキスパートというとても贅沢な顔ぶれであ
る．内容は 4つの章から構成されており，中でも
圧巻なのは，第 1章の「腫瘍の細胞生物学・分子
生物学・分子遺伝学の基礎」と第 2章の「押さえ
ておきたいがんゲノム医療」だ．第 1章では，腫
瘍の理解に必要な遺伝子やゲノムについて，コン
パクトでありながら，とてもわかりやすく解説さ
れ，さらに腫瘍化のメカニズムや腫瘍免疫といっ
たがんゲノム医療に不可欠な基礎知識をわずか
50 ページ程で得ることができる．そして，その
知識が第 2章の理解に大いに役立ち，コンパニオ
ン診断，免疫チェックポイント阻害薬，がんゲノ
ムプロファイリング，エキスパートパネルなど，
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がんゲノム医療の理解と実践に必要な内容が網羅
され，しかも細胞検体の取り扱いについての解説
は，ゲノム診療を念頭に置いた方法の標準化，精
度管理に深く関連する内容である．
　一方で，第 3章では各領域の疾患に関連する基
礎知識と細胞診の意義が 14 の臓器・対象ごとに
記載されている．特筆すべきなのは，各領域それ
ぞれに「トピックス」が記載されており，このト
ピックスを拾い読みするだけでも多岐にわたる領
域のポイントを把握できるという構成は心憎いま
での配慮といえる．そして，第 4章は，これも本
書のユニークな点であるが，「細胞診の新時代」
と銘打って，AI，遠隔診断，国際的な事情な
ど，グローバルに進化する細胞診の現在と将来展
望を理解できるという豪華な内容である．
　さらに，図表，写真，シェーマについて見てみ
よう．それぞれのクオリティーが高く，かつ分か
りやすい配置と，色調やデザインは，本書を手に
取った人をたちまち虜にするような出来栄えであ
るといって過言ではないだろう．
　このように，本書は細胞診の「ベーシックサイ
エンス……」とはいえども，これからの細胞診に
とって必要不可欠な知識を習得できる贅沢な一冊
といえる．最後に，このような秀逸本を，万を期
して編集された坂本穆彦先生と多くの執筆陣に心
から感謝したい．
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